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みなさんこんにちは．ただいまご紹介いた

だきました，文部科学省の村山でございま

す．

本日はよろしくお願いいたします．

私は，全国学校飼育動物研究会には，以前

からお世話になっておりまして，何らかの

形でこの会にかかわらせていただいており

ます．本日は，ここ岐阜県で話をさせてい

ただけること，たいへん光栄に思っており

ます．話の内容としては，学習指導要領の

改訂について触れさせていただいて，特に

体験活動の内容について解説をさせていた

だきたいと思います．また，文部科学省と

して今回の改訂において力を入れている言

語活動の充実について解説をさせていただ

こうと思います．そして最後に，飼育・栽

培体験の充実についてお話をさせていただ

きます．私が小学校理科の調査官というこ

とですから，栽培も含めた飼育活動の充実

について話をさせていただきたいと思いま

す．

まず，学習指導要領の改訂の件ですが，学

習指導要領はすでに告示をされているとこ

ろです．小学校においては，この３月まで

が２年間の移行措置期間ということで，そ

れぞれの学校や教育委員会でご努力いただ

いてきたところですが，この４月から全面

実施の運びとなります．ここに「先行実施」

ということが掲げられていますが，算数と

理科については，今回の改訂で時間数も内

容も増加しております．今までの改訂の流

れでは，円滑な移行のために徐々に無理な

く取り組んでいくためのものでした．しか

し，今回は時間数も内容も増やした先行実

施ということで 「先行実施」ということに，

なりました．これは，昭和33年に学習指導

要領が告示されてから，歴史上初めてのこ

とです．ここ30年間，時間数増加というこ

ともありませんでした．これまでは，時間

数がどんどん減ってきました．これには，

様々な歴史的な背景がございますが，今回

は，様々な方々のご意見をいただきながら，

日本の将来を見据えて，平成になって初め

て時間数を増加させることになりました．

背景としては，子どもたちの学力低下が叫

ばれており，このことに歯止めをかけるこ

，． ，とを目的としての時間数の増加 とりわけ

算数と理科においての先行実施となったわ

けです．中学校では，もう１年間，数学と

理科の先行実施が行われ，他教科について

は移行措置が行われ，24年度から全面実施

となります．高等学校は，25年度入学生か

ら順次実施されていくということになりま

す．

学習指導要領は，３～４年をかけて，様々

な方々からご意見をいただきながら審議さ

れ，実施されることになっています．今回

の改訂も，このような手順で実施されてい

ます．日本の教育は，世界的に見ても非常

に高いレベルにあります．つまり成功して

いるわけです．決して失敗などはしていな

い．しかし，近年では，学力低下が叫ばれ，

とりわけ理科では「理科離れ」ということ

が言われてきましたが，こんなことに怖じ

気づくことはありません．今までの実践に

自信をもっていただいて，さらなる向上を

目指して実践していっていただきたいと思

います．ただ，社会の現状がいろいろ変化

してきています．それに伴って，子どもた

ちにも変化が出てきています．こういった

ことをふまえて，今後の教育をどうしてい

ったらよいのかを考えていく必要が出てき

ました．その中で，コミュニケーション能

力の不足や言語能力の低下などの課題が指

摘されているところではあります．また，

子どもたちを支える地域や家庭の教育力の

低下なども現状としてはあります．こうい

ったことをふまえて，今回の学習指導要領

の改訂がなされたということになります．

その中で，子どもたちの学力の向上につい

てどうしていくかということを考えなけれ
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ばなりません．それには世界的な学力水準

をみるＰＩＳＡという調査があります．200

3年の調査では，学力の低下が指摘され，ち

ょうど学習指導要領の改訂の時期とも重な

り 「ＰＩＳＡショック」などと，マスコミ，

から騒がれたりもしました．このような国

際調査ですべての学力が測れるわけではな

いのですが，参考にしていくことは大切な

ことです．今後重視していかなければなら

ないことの一つとして，言語活動の充実と

いうことが出てきました．10年前の改訂で

は 「生きる力」を重視しており，これに則，

ってこの10年間，学校として取り組んでき

ていただいたところです．この生きる力と

は，確かな学力，豊かな人間性，そして，

健康と体力．いわゆる知徳体がバランスよ

く備わった人間を育てていこうということ

を重視してきたわけです．今回の改訂でも，

その理念は変わりません．世界レベルで考

えていった場合でも，この生きる力を重視

していくことは変わってはいません．した

がって，この生きる力を重視しつつ，さら

に時代の変化に対応した学力を重視してい

こうということが，今回の改訂の一つの特

徴でもあります．

それでは，今回の改訂のポイントを簡単に

紹介させていただきます．一つは，先ほど

申し上げた言語活動の充実です．言語とい

うと，私たちはどうしても国語科で培うも

のという認識をもっています．もちろん，

この能力を培うためには国語科の役割は大

きいのですが，いわゆる思考，判断，表現

力などについては，他教科においても培う

必要があると考えています．このような思

考，判断，表現力こそ21世紀の学力であり，

今求められている学力と言えます．単に知

識を覚えるという学力観だけではないとい

う立場です．もちろん覚えると言うことは

大切です．しかし，それを一つの道具とし

ながら，自分の考えや他人の考えを合わせ

て，新しい考えをつくっていくということ

を，各教科で実践していく必要があるとい

うことが，言語活動の充実の背景にあるこ

とです．

， ． ，二つは 理数教育の充実です このために

先ほど申し上げたとおり，算数，数学，理

科の時間数を増やして，移行措置期間から

取り組んでいただいています．

三つは，伝統や文化に関する教育の充実で

す．我が国の伝統や文化をしっかりと次代

に継承して発展させていく必要があるとい

ったことでございます．

四つは，道徳教育の充実です．これまでも

いろいろな言われ方をしてきましたが，子

どもたちの規範意識が低下してきていると

いう事実がある中で，我々大人も含めて，

他を思いやる意識をはじめとして，規範意

識全体について，もう一度見つめ直す必要

が出てきたと考えております．

五つは，体験活動の充実です．この背景に

は，子どもたちの体験活動の減少があげら

れますが，その環境が減少しているという

ことです．私たち大人が，そのような環境

を，意図的につくっていく必要があるとい

うことです．ここで一つのエピソードを紹

介いたします．私がある県のある学校を訪

問しました．その学校の近くには，10分く

らいで行くことのできる山があります．そ

して，学校の周りには水田も広がっていま

す．いわゆる自然の広がった里山を思い描

いていただければよいと思います．そこの

校長先生に 「このような環境で生活してい，

れば，さぞかし自然体験が豊かなのでしょ

うね 」と聞きました．ところが，子どもた．

ちは，その山に出かけても，そこでゲーム

や携帯電話で遊んでいたりして，少しも自

然には目がいかないとおっしゃっていまし

た．子どもたちにとっては，ゲームや携帯

電話の方が刺激的なのかもしれません．変

化や成長がなかなか見られない，動物や植

物には目がいかないということなのでしょ

う．このお話を聞いて私は，大人が意図的

に，自然に触れる機会を設けることが重要

であると感じました．飼育小屋にただウサ

ギを飼っているだけでは，子どもたちはそ

こに目がいきません．そこに，子どもたち

を言葉ではなく体験としてかかわらせるこ

とが重要です．私たちが想像する以上に子

どもたちの体験活動は減っています．そう

いった意味でも，この研究会の存在意義は

大きいと思います．ウサギを飼ったからと

いって，すぐに効果が現れるわけではなく，

時間も費用もかかります．即効性を求めら

れる現代社会においては，こういったとこ

ろが軽視されがちです．そのような状況の

中であるからこそ，体験活動の充実を図ら

なければいけないといったことをご理解い

ただきたいと思います．

六つは，国際化が叫ばれている昨今であり

ますので，小学校においては外国語教育の

充実も必要になってきます．

さらに，重要な要素として，幼稚園と小学

校の円滑な接続があげられます．また，環

境教育，食育，消費者教育，情報教育の充



実も必要になってきます．このような教育

の中にも学校での動物飼育活動が位置づけ

られればよいと思っております．

以上，今回の改訂の要点について解説させ

ていただきました．

さて，ここで，飼育活動は体験活動に位置

づけられるということについて，少し整理

したいと思います．体験ということは，体

が伴うことです．こういったことが，子ど

もたちには重要であるということです．体

験にもいろいろな体験があります．直接体

験といって，直接的に事物にかかわってい

くこと．それから間接体験です．これが今

非常に多いです．映像などを見て，実際の

ことをあたかも体験したかのように感じる

ことです．それから実施体験として，シミ

ュレーションなどによる活動があります．

， 「 」このように 私たちの身の回りには 体験

のつく言葉がたくさんあります．それらの

体験活動に，動物飼育が非常に強くかかわ

っているということを，私たちは伝えてい

く必要があると思います．そして，体験活

動が減っている昨今でありますので，今わ

れわれが何をしなければならないのか，子

どもたちに何をする必要があるのか，考え

直さなければならないと考えております．

自然体験活動については，ここに９つに整

理しました．まずは興味・関心を高める．

それに基づいて，問題を見つけたり考えた

りする．これらを通して思考活動の基盤を

つくっていく．そして，自然との出会いか

ら他者との共有を図るということもありま

す．体験は人とのかかわりも求めます．た

とえば，子どもが遠足に行き，家に帰りま

した．そこで，子どもは必ず家族に報告を

します．体験が豊かになればなるほど表現

も豊かになります．自然体験には，こうい

った体験の特性があるということです．動

物飼育に関しても同じです．動物とかかわ

ったことを誰かに伝えたくなります．それ

だけ，心が動いたということです．こうい

ったことが，小学校段階で必要になってき

ます．このように，自然体験によって，自

分と動物との二項関係から，他者を加えた

三項関係に深めていけることができます．

このことを繰り返していくことによって，

豊かな人間性が形成されていくということ

です．これは，ある調査結果ですが 「自然，

体験が多いほど，正義感が強くなる」とい

うことです．また 「自然体験をした後，勉，

強に対するやる気が増える」といった調査

結果もあります．本研究会においても，是

非，このようなデータに基づく研究を深め

ていただきたいと思います．データに基づ

く発表には説得力があります．確かにエピ

ソードも大切ですが，それがどのような理

由によるものかを明らかにすることも，重

要ではないかと思います．

ここで，体験活動から離れるかもしれませ

んが，言語活動の充実について，話をさせ

． ，「 ，ていただきます 言語活動というと 読む

書く，聞く，話す」ということですが，こ

のことを授業の中で積極的に取り入れてい

くということです．そこで，なぜ，このよ

うな言語活動の充実を図らなければならな

いという方針が出てきたかということが重

要です．一つには，現在の社会では，十分

な知識に基づく判断力が求められていると

いうことです．これまでは，たくさん知識

をもっていることが重要でした．これから

の時代は，それだけでは太刀打ちできませ

ん．私たちがもっている知識はいつ変わる

かわからないのです．絶対的な知識はない

のです．なぜなら，知識は人間がつくるか

らです．これらの知識を使って，よりよい

方向性を出せる能力が，とりわけ日本にと

っては必要であります．つまりは，この言

語活動の充実によって，考えること，そし

て，それを表現することの力をつけ，そし

て，自分にとって何が大切であるかを判断

する能力を培うということです．10年前と

ずいぶん変わりました．10年前はコンピュ

ータがようやく家庭に普及し始めた頃です．

その頃の情報量と，今の情報量では桁が違

います．そこにでている情報はすべて正し

いかというとそうではありません．むしろ，

価値があるものを見つける方が難しいくら

いです．最終的には，判断するのは自分で

あるということです．その判断力を，言語

活動の充実によって高めていきたいという

ことです．

二つめは，ＰＩＳＡやＴＩＭＳという学習

状況調査に我が国も参加していますが，ど

の調査にも共通してみられる課題がありま

す．思考力や判断力，表現力を問うような

問題は，我が国の子どもたちは弱いという

ことです．学校教育法が変わり，その第30

条に，学力の３つの規定が盛り込まれまし

た．すなわち，基礎的・基本的な知識や技

能，思考・判断・表現力，主体的に学習に

取り組む態度です．こういったところから，

言語活動の充実を求めてきたわけです．

言語活動の充実というと，読む，書く，聞

く，話すができればよいという考え方があ



りますが，それは違います．小学校では，

教科領域が13ありますが，それぞれで，言

語活動は違ってきます．そして，学校での

飼育活動に関して言えば，読む，書く，聞

く，話すに，体験が加わります．体験する

ことによって，そのことによって感じたこ

とを言語として，大脳に焼き付けていきま

す．体験というのは「今ここ」を指します

が同じ体験をしても，今までの経験が違う

ので，とらえる認識が違います．動物飼育

についても同じことが言えます．同じ体験

をしても，受ける感覚は子どもたちそれぞ

れで異なります．このことが重要なのです．

小学校理科は，この体験を非常に重視して

います．体験というのは具体です．その体

験によって，たとえば，ウサギという抽象

的な概念が身に付いていきます．この具体

から抽象への移行が，子どもたちにとって

は大切なことなのです．そして，抽象とし

て見つけたことが「実際にはどうなんだろ

う？」と思ったところから，具体へと降り

てきて，より強固な知識へとつながってい

くわけです．このように，言葉と体験，具

体と抽象を子どもたちは行ったり来たりし

ながら，学んでいっているいうことです．

ただ，教科によってはその通りにならない

ものもあります．たとえば国語などは，ひ

らがなや漢字といった決まりことがありま

す．その決まりごとは，一つ一つ覚えてい

かなければなりません．こういったところ

は，各教科に特徴がありますが，体験から

言葉へ言葉から体験へと行ったり来たりし

ながら，思考が働き，知識が定着していく

わけです．

言葉というと，コミュニケーションばかり

強調されがちですが，論理的な思考力や感

性や情緒も育てるのです．ウサギをさわっ

て柔らかいとかあたたかいとか，感じたこ

とを言葉に発することが重要です．このよ

うにして獲得した知識を現代において活用

していくことが重要になってきます．

この場面としては，体験から感じ取ったこ

とを表現することがあります．まさにこれ

は，この研究会で取り組むべき，重要なこ

とであると思っております．また，理科に

おいては，現象を解釈して，自分の論理で

説明していくことです．さらに，コミュニ

ケーション的な知も重要です．互いの考え

を伝えあい，自らの考えを発展させていく

ということです．動物飼育で言えば，動物

にかかわった体験を話し，そのことを共有

することを意図的に設定することが重要で

す．そのことが，子どもたちの心情を豊か

にすることであり，それが態度形成にもつ

ながっていきます．

最後の話になりますが，飼育栽培活動の意

義ということについてです．小学校理科の

目標は 「自然に親しみ，見通しをもって観，

察実験などを行い，問題解決の能力と自然

を愛する心情を育てるとともに，自然の事

物現象について実感を伴った理解を図り，

．」 ．科学的な見方や考え方を養う であります

この中で，学校飼育動物研究会の活動とも

っとも関連が深い「自然に親しむ」という

部分について話ししていこうと思います．

小学校理科では，自然に親しむ場面が多く

あります．子どもたちには，これらの自然

にかかわらせていくわけですが，その際に

は大切なポイントがあります．たとえば，

小学校３年生で昆虫の学習があります．昆

虫とは，頭と胸と腹に分かれていて，胸の

部分に脚が６本あるものを言います．それ

以外のダンゴムシなどは昆虫ではありませ

ん．こういったことを学んでいくわけです．

昆虫の特徴を教師が一方的に説明した後で，

「校庭で昆虫を探してみよう 」と問いかけ．

る授業があったとします．これは一見よさ

そうですが，だめなのです．なぜかという

と 「飼育」がないのです．つまり，最初に，

子ども自身が自然に親しんでいないのです．

子どもが昆虫を探す意義を見いだしていな

いのです．なぜ昆虫を探しているのかを子

どもに聞いてみれば 「先生が言ったから」，

という答えが返ってくるでしょう．これで

は，自然を愛する心情は育てることができ

ません．また，自然とかかわる中では失敗

も重要です．失敗を繰り返しながらも自然

に親しむことで，自然を愛する心情が育っ

ていきます．学校飼育動物で言うならば，

まず，かかわらせることです．確かに最初

は怖いかもしれません．その場合は，見る

という体験から入ることも可能ですこうい

った配慮は必要ですが，体験の重要性を，

とりわけ理科という教科では認識していた

だきたいと思います．

しかも，理科では体験を通して問題解決を

行います．こういった教科はほかにはあり

ません．動物飼育を行いながら，成長の変

化を見たり，死を経験したりします．死は

解決できませんが，それ以外のことは，問

題を見いだし，それを解決することができ

ます．こういったことが重要なのです．そ

れが，理科の目標とも合致するのではない

かと思います．



そして，自然を愛する心情を育てるという

ことについては，たとえば，小学校１年生

ではアサガオを育てます．そのときに，最

後に枯れるまで育てるということが大切で

す．その中で，アサガオに水をやったり肥

料をやったり，そうやって枯れないように

育てていくこと．それが理科であり，生活

科なのです．その中で，生物を愛護し，生

命尊重の態度を養うということです．生物

愛護は，特に小学校３年生，４年生で求め

ていることです．生命尊重は小学校５年生，

６年生で求められています． いずれにして

も，生物の栽培飼育活動を通して，生物の

成長を喜んだり，その仕組みの不思議さを

感じたりすることが大切なです．

それからもう一つは，生物と環境との関係

について理解を図ることです．ニワトリな

ら，そのえさは何か，どのような飼育環境

が適しているのかを考えることです．この

ような考え方をさせていく必要があること

が，理科の目標に掲げられているのです．

学校で，飼育栽培活動を行う目的について

ですが，そこに飼育舎があるから飼うとい

うことではなく，そこに飼育することの目

的を見いだしていく必要があるということ

です．理科だけではなく，生活科や図画工

作科や様々な教科で飼育にかかわったとき，

それぞれの教科の目標と一致させていくこ

とが大切です．また，飼育栽培をすること

によって，野生でいるよりも，その形態や

性質をよく観察できるということです．飼

育栽培には時間がかかります．したがって，

長期的に飼育や栽培を行うことが大切です．

その活動を通して，生命に対する責任感を

培うことが大切なのです．その活動は 「飼，

育委員会だけ」ということではもったいな

いです．たとえば，ある学年になると，飼

育活動に必ず関わるといったように，計画

的にかかわりをもたせ，全員に関わる機会

をもたせることが必要なことだと思います．

そうしていかないと，やはり他人事となっ

てしまうのです．学校にある池などでも，

特定の先生だけが管理していくようなこと

があっては，子どもたちの自然を愛する心

情は育てていくことができません．これを，

ある学年で管理を担当させれば，その学年

になれば池の責任者になれるといった，期

待を子どもたちがもつようになります．こ

ういったことが，これからの取り組みとし

ては大切なのではないかと思います．これ

から，このような活動を，もっともっと推

進していっていただけたらと考えておりま

す．

Ｂ区分「生命・地球」で，飼育栽培活動に

関わる内容が掲げられています．４年生で

は，昆虫や季節の生物が取り上げられてい

ます．季節によって動物の動きや活動が変

わってくることを実感させることが目的で

す．また，５年生では，植物の発芽や成長

の観察，また，メダカを卵からかえしてい

くことなどが取り上げられています．それ

から，水中の小さな生物についての観察を

します．６年生では，光合成した養分の通

り道などを観察していくことになります．

また，人体の内容を扱うことにもなります．

しかし，ほ乳類に関する内容は，小学校理

科ではあまりありません．人体に関しては，

４，５，６年生に取り扱いがあります．し

たがって，教科書に掲載されているこれら

の内容を学びながら，ほかの動物について

はどうなのかということで，学校飼育動物

を題材として取り上げることにとても意味

があります．国際的には，人体を扱う内容

が非常に多いのですが，日本ではその扱い

が少なくなっています．そこで，人体につ

いても扱うようにしようということが，今

回の学習指導要領の改訂の特徴でもありま

す．骨や筋肉の構造については実際に切っ

てみるわけにはいきませんので，実際に自

分の体を触りながら確認していくことにな

ります．そして，腕が動く，足が動く，こ

の仕組みの学習をすることになります．こ

のときに，模型やメディアを使って理解し

ていきます．また，学校飼育動物を題材と

して学習していくことも意味があります．

学習指導要領の解説書に今回初めて学校飼

育動物という文言を入れてきました．ヒト

以外の動物と比較することによって，環境

や進化の部分にも考えを巡らしていくこと

が可能です．このように，体の仕組みを理

解することによって，命の仕組みを理解し

ていくことにつながります．そして，その

命を大切にしていこうということが，理科

の学習で求められていることでもあります．

文部科学省では今話したような取り組みと

して，言語活動の充実については，ホーム

ページにアップしております．また，評価

に関する資料も載せております．さらに，

理科を苦手とする先生方に対しての資料も

掲載しております．どうかこういった資料

も参考にしていただければと思います．

ご清聴ありがとうございました．

（文部科学省教科調査官）




